
三
年
学
年
主
任

岩
橋
順
弘

一
月
十
五
日
・十
六
日
に
行
わ
れ
た
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
に
三
年
生
二
四
九
名
が
臨
ん
だ
。
前
日
、

本
校
体
育
館
で
出

陣
式
を
行
い
、
山
添

教
頭
先
生
か
ら
激

励
の
お
言
葉
が
あ
っ

た
。
生
徒
代
表
、
松

本
晃
・
大
槻
卓
也

両
名
が
全
体
の
志

気
を
高
め
、
会
場
で

あ
る
長
崎
大
学
へ

向
か
う
。
会
場
の
下

見
や
、
前
日
の
学
習

中
若
干
緊
張
し
た

生
徒
も
い
た
が
、
大
き
く
体
調
を
崩
す
生
徒
も
お
ら
ず

初
日
英
語
・地
歴
・理
科
、
二
日
目
国
語
・数
学
・公

民
を
無
事
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
後
自
己
採

点
を
行
い
、
一
月
末
ま
で
に
国
公
立
大
学
の
出
願
を

終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
二
月
中
旬
に
か
け

て
看
護
学
校
・私
立
大
学
の
受
験
が
随
時
実
施
さ
れ
、

二
月
二
十
四
日
の
国
公
立
大
学
前
期
試
験
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
が
、
体
調
管
理
に
注
意
さ
せ
な
が
ら
最

後
ま
で
島
原
高
校
生
と
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
ま
せ

て
い
こ
う
と
思
う
。

二
年
学
年
団

岸

和
行

十
二
月
一
日
か
ら
三
泊
四
日
で
東
京
地
区
へ
の
修

学
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
出
発
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

長
崎
空
港
か
ら
飛
行
機
で
羽
田
に
向
か
っ
た
。
到
着

後
、
す
ぐ
に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
向
か
い
、
夜
の
九

時
ま
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ

レ
ー
ド
が
あ
っ
た
り
、
華
々
し
い
花

火
が
あ
っ
た
り
と
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

な
ら
で
は
の
催
し
物
に
、
生
徒
た
ち

も
し
ば
し
酔
い
し
れ
て
い
た
。
二
日

目
は
、
ク
ラ
ス
別
研
修
と
な
り
、
東

京
・鎌
倉
・横
浜
の
名
所
旧
跡
や

博
物
館
、
水
族
館
な
ど
を
ま
わ
り
、

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
た
。
三
日

目
は
、
午
前
中
が
先
端
事
業
所

訪
問
、
午
後
が
事
業
所
ま
た
は
大

学
訪
問
と
な
っ
た
。
将
来
の
進
路

先
、
進
学
先
を
決
め
る
う
え
で
、

大
い
に
刺
激
、
啓
発
を
受
け
た
よ

う
で
あ
る
。
最
終
日
は
、
午
前
中

に
ク
ラ
ス
別
研
修
を
し
た
後
、
午

後
帰
路
に
つ
い
た
。

生
徒
の
感
想

二
年
二
組
九
番

黒
田
祐
一
郎

こ
の
修
学
旅
行
で
、
私
が
一
番
印
象
深
か
っ
た
の
は

企
業
訪
問
だ
。
特
に
午
後
か
ら
の
関
東
同
窓
会
会
長

様
が
営
ま
れ
て
い
る
法
律
事
務
所
で
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、

法
を
扱
う
者
と
し
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
職
業
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

二
年
一
組
二
十
二
番

伊
藤
真
由
子

私
達
の
修
学
旅
行
は
例
年
よ
り
一
日
少
な
い
三
泊

四
日
と
い
う
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
が
、
そ
の
分
内
容
の

濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
三
日
目
の
企
業
研
修

で
は
、
普
段
絶
対
に
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後

の
進
路
決
定
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。
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青

き

楓

我
が
家
の
新
年
は
、
庭
の
柿
の
木
に
止
ま
っ

た
キ
ジ
バ
ト
の
鳴
き
声
で
明
け
ま
し
た
。
毎

朝
や
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
酉
年
の
今
年
は

格
別
な
思
い
で
つ
が
い
の
キ
ジ
バ
ト
に
見
入

り
ま
し
た
。
島
高
生
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
く
羽

ば
た
い
て
、
飛
躍
す
る
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

三
学
期
の
開
始
ま
も
な
く
、
三
年
生
（
五

十
七
回
生
）
二
四
九
名
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
を
受
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
の
長
い
道
の
り
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご

家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
と
三
年
生
諸
君
の

頑
張
り
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
努
力

が
報
わ
れ
る
日
は
近
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

ま
で
温
か
い
励
ま
し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
校
内
で
は
年
末
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
中
庭
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
表
土
入
れ
替
え
に
よ
る
水
は
け

の
改
善
・
照
明
装
置
の
移
設
・
ス
タ
ン
ド
の

改
良
な
ど
、
中
庭
に
つ
い
て
は
生
徒
た
ち
の

集
会
に
も
利
用
で
き
る
広
場
と
し
て
の
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
工
事
で
、

三
月
下
旬
に
は
竣
工
予
定
で
す
。
皆
様
に
は

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
春
の
陽
光
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
中

庭
を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

「
夢
・
進
路
実
現
」

去
る
十
二
月
九
日
に

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
今
年
度
第
二
回
「
島

高
青
楓
塾
」
講
演
会
に

つ
い
て
御
報
告
い
た
し

ま
す
。
講
師
に
伊
藤
孝

浩
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

「
夢
づ
く
り
、
夢
実
現
」

と
い
う
演
題
で
、
目
標

に
挑
戦
す
る
喜
び
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
の
伊
藤
孝
浩
先

生
は
、
昨
年
度
「
長
崎

ゆ
め
総
体
」
で
見
事
に

全
国
優
勝
を
果
た
さ
れ

た
大
村
工
業
高
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
監
督
で
あ

り
、
ま
た
、
有
明
町
御

出
身
の
本
校
第
三
十
七

回
生
で
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤
先
生
は
、
中
学

時
代
は
野
球
部
の
エ
ー

ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、

高
校
で
は
肩
を
痛
め
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
転
向

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
家

業
の
海
苔
養
殖
を
手
伝

い
な
が
ら
筑
波
大
学
に

合
格
さ
れ
、
卒
業
と
同

時
に
上
五
島
高
校
で
体

育
教
師
の
道
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
ま
す
。
島
原
高

校
在
学
中
、
あ
る
時
は

恩
師
に
反
発
し
な
が
ら

も
自
分
を
貫
き
通
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
ら

「
不
ま
じ
め
」
と
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
も
誇
り
と
意

志
の
強
さ
は
、
や
は
り

た
だ
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

生
徒
に
は
、
次
の
三

種
類
が
い
る
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

①
ま
じ
め
な
優
等
生

②
不
ま
じ
め
な
優
等
生

③
ま
じ
め
な
劣
等
生

「
不
ま
じ
め
な
優
等

生
」
は
困
っ
た
時
に
チ
ー

ム
を
救
っ
て
く
れ
る
、

か
え
っ
て
「
ま
じ
め
な

優
等
生
」
が
逆
境
に
弱

い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
中

に
は
、
や
は
り
精
神
力

の
た
く
ま
し
さ
こ
そ
競

技
力
の
第
一
条
件
と
す

る
お
考
え
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
が
そ
う
で
あ

る
「
ま
じ
め
な
劣
等
性
」

に
対
し
て
、
正
し
い
努

力
の
仕
方
を
教
え
、
才

能
を
開
く
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
こ
と
が
指
導
者

の
使
命
で
あ
る
、
と
も

言
わ
れ
ま
す
。

生
徒
と
し
て
、
あ
る

い
は
指
導
者
と
し
て
、

共
に
示
唆
に
富
む
講
演

会
で
し
た
。

先
生
の
今
後
ま
す
ま

す
の
御
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

第
二
回
「
島
高
青
楓
塾
」
講
演
会

修学旅行



教
頭

龍
造
寺
裕
則

「
知
ら
せ
る
努
力
と
知
る
勇
気
」
を
基
本
理
念
に
今
年
度
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
「
授
業
公
開
」
の
二
回
目
が
、
十
一
月
十
九

日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
。
広
報
活
動
が
不
十
分
だ
っ
た
一
回

目
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
約
三
十
名
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
「
さ

す
が
に
み
ん
な
一
生
懸
命
に
授
業
を
受
け
て
い
て
、
観
て
い

て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」
「
授
業
中
の
先
生
の
や
る
気
に
好

感
が
持
て
た
」
「
生
徒
の
挨
拶
が
良
か
っ
た
」
と
い
う
参
観

者
の
感
想
に
、
「
知
ら
せ
る
努
力
」
を
掲
げ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
た
。

し
か
し
、
「
授
業
中
の
生
徒
に
元
気
が
な
い
」
「
教
師
の

発
問
の
仕
方
に
工
夫
が
あ
っ
て
良
い
」
と
い
う
意
見
に
は
、

「
知
る
勇
気
」
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
今
ま
で
見
落

と
し
て
い
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
だ
き
、
今
後
改
善

す
べ
き
課
題
の
一
部
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
授
業
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
休
み

時
間
や
掃
除
時
間
、
教
室
移
動
の
際
の
生
徒
の
様
子
な
ど
も

見
て
い
た
だ
き
、
一
方
向
の
情
報
の
流
れ
で
は
な
く
、
双
方

向
の
情
報
の
流
れ
、
つ
ま
り
、
情
報
の
交
流
が
で
き
る
こ
と

は
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
、
更
に
多
く
の
参
観
者
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
授
業
公
開
」
の
在
り
方
を
検
討
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

第
一
学
年
導
入
期
の
指
導

学
年
主
任

相
川
保
彦

高
校
入
学
後
の
三
カ
月
間
は
、
三
年
間
の
高
校
生
活
の
在

り
方
を
左
右
す
る
最
も
重
要
な
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
、

早
期
か
つ
円
滑
に
島
高
生
と
し
て
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
と

学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
97
年
度
に
「
導
入
期

の
指
導
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
の
七
つ
の
指
導

目
標
と
各
目
標
に
沿
っ
た
指
導
計
画
を
設
定
し
、
体
系
的
組

織
的
に
学
校
を
挙
げ
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
一
．
品

位
あ
る
生
活
態
度
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
。

二
．
通
学
時
の
マ
ナ
ー

や
清
掃
な
ど
を
通
じ

て
公
共
心
を
高
め
さ

せ
る
。
三
．
高
校
の

授
業
の
速
度
と
難
度

に
早
期
に
円
滑
に
適

応
さ
せ
る
。
四
．
最

低
三
時
間
の
家
庭
学

習
の
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。
五
．
進

路
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
さ
せ
、
早
期
の
目
標
設
定
に
役

立
て
る
。
六
．
学
級
担
任
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
相
互
理
解

を
深
め
、
学
級
の
和
を
醸
成
す
る
。
七
．
学
業
と
部
活
動
を

両
立
さ
せ
、
積
極
的
に
部
活
動
に
参
加
さ
せ
る
。

先
輩
た
ち
が
培
っ
て
き
た
、
師
弟
同
行
の
も
と
で
の
学
業
、

部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
取
り
組
む
ひ
た
む
き
で

真
っ
直
ぐ
な
姿
は
、
修
学
旅
行
や
ゆ
め
総
体
で
頂
い
た
評
価
、

そ
し
て
年
間
を
通
し
て
来
校
さ
れ
る
全
国
の
高
校
の
先
生
方

の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
本
物
の
高
校
生
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
一
年
生
も

「
中
学
と
高
校
の
三
段
の
差
」
に
挑
ま
せ
る
雲
仙
合
宿
研
修

を
皮
切
り
に
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
本
物
の
高
校
生
に
な
れ
る
よ
う
、
今

後
と
も
継
続
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
っ
て
…
・
～
人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
た

『
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
』
～

研
修
部

田
中
正
子

平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日
（
火
）
青
楓
ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、
人
権
・
同
和
教
育
と
し
て
「
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

同
和
教
育
は
部
落
差
別
の
解
消
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

教
育
で
す
が
、
部
落
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、

同
和
問
題
は
人
権
問
題
で
あ
り
、
従
来
の
「
同
和
教
育
」
が

「
人
権
・
同
和
教
育
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
人
権
を
考
え
る
根
本
に
あ
る
も
の
は
「
自
分

を
大
切
に
思
う
心
」
と
捉
え
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
や
自
分

の
あ
り
方
を
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
上
記
の
ビ

デ
オ
を
鑑
賞
さ
せ
ま
し
た
。
観
賞
後
の
生
徒
の
感
想
は
、

「
相
手
を
思
い
や
れ
ば
相
手
は
思
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
鏡

の
よ
う
な
法
則
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
」
「
他
人

と
の
違
い
を
受
け
入
れ
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
い
。
」
等
々

好
評
で
、
生
徒
の
心
に
響
く
作
品
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

理
数
科
二
年
生
、
課
題
研
究
の
中
間
発
表
を
実
施

理
数
科
主
任

島
田
朋
成

本
校
理
数
科
は
、
「
科
学
的
な
課
題
を
自
分
た
ち
で
設
定

し
研
究
す
る
こ
と
で
科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
研
究
の
仕
方
・

考
察
方
法
を
探
究
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
二
年
次
に

週
一
時
間
を
使
い
、
『
課
題
研
究
』
を
実
施
し
て
い
る
。
十

二
月
二
十
七
日
、
こ
の
研
究
の
『
中
間
発
表
』
が
行
わ
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ
た
研
究
の
現
時
点
で
の
成
果

や
実
施
状
況
、
今
後
の
方
針
を
発
表
し
あ
う
も
の
で
、
内
容

は
次
の
六
講
座
。
生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
を
用
い
て
紹
介
し
、
互
い

に
意
見
を
求
め
た
。
①
島
高
版
「
植
物
図
鑑
の
作
成
」
（
生

物
）
②
放
射
線

の
性
質
に
つ
い

て
（
物
理
）

③
タ
ン
パ
ク
質

の

成

分

分

析

（
生
化
学
）

④
水
生
生
物
に

よ
る
河
川
の
水

質
調
査
（
生
物
）

⑤
ア
ゾ
染
料
の

合
成
（
化
学
）

⑥

複

素

平

面

（
数
学
）

レ
ス
リ
ン
グ
部

県
新
人
大
会

団
体

優
勝

個
人

50
㎏
級

優

勝

岩
永
竜
太

準
優
勝

池
田
瑞
木

55
㎏
級

優

勝

小
林
哲
也

66
㎏
級

準
優
勝

山
下
健

第
３
位

原
口
真
人

74
㎏
級

準
優
勝

野
呂
俊
晴

84
㎏
級

優

勝

本
田
博
士

96
㎏
級

優

勝

馬
場
祐
太
郎

第
３
位

廣
瀬
佳
将

ひ
む
か
杯
九
州
選
手
権
大
会

96
㎏
級

優
勝

馬
場
祐
太
朗

84
㎏
級

第
２
位

本
田
博
士

く
ま
も
と
玉
名
杯
争
奪
大
会

74
㎏
級

第
２
位

野
呂
俊
晴

剣
道
部

県
新
人
大
会

男
子

団
体

優
勝

個
人

第
３
位

三
浦
敦
史

女
子

個
人

第
２
位

馬
場
美
香
子

中
地
区
中
学
・
高
校
学
年
別
大
会

男
子

２
年
の
部

第
２
位

宮
崎
東
平

第
３
位

三
浦
敦
史

１
年
の
部

優
勝

麻
生
邦
義

女
子

２
年
の
部

第
３
位

原
か
お
り

１
年
の
部

優
勝

安
永
亜
梨
沙

第
３
位

松
浦
美
保
子

よ
さ
こ
い
高
知
国
体
開
催
記
念
大
会

男
子

優
勝

女
子

第
３
位

全
国
高
校
選
抜
大
会
県
予
選

男
子

優
勝

女
子

準
優
勝

最
優
秀
選
手

宮
崎
東
平

優
秀
選
手

麻
生
邦
義

松
尾
智
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
原
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
大
会

団
体

優
勝

美
術
部

長
崎
県
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

最
優
秀
賞

織
田
恵
実

佳
作

荒
田
真
弥

全
国
地
域
安
全
運
動
防
犯
ポ
ス
タ
ー

優
秀
賞

上
田
幸
子

吉
永
早
貴

県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
美
術
展

絵
画
部
門

優
良
賞

片
岡
香
菜
子

池
田
鈴
菜

デ
ザ
イ
ン
部
門

優
良
賞

上
田
幸
子

放
送
部

九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
長
崎
県
大
会

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

優
良
賞

増
崎
き
り
子

囲
碁
愛
好
会

全
九
州
高
校
囲
碁
選
手
権
長
崎
大
会

男
子
個
人
戦

準
優
勝

清
島
萌
永

演
劇
部

高
等
学
校
演
劇
長
崎
県
大
会

優
良
賞

写
真
部

県
央
支
部
合
同
写
真
展

優
秀
賞

吉
田
美
穂

石
山
彩
弥

優
良
賞

大
場
亮

橋
本
真
希

弁
論
部

文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
青
年
弁
論
大
会

優
良
賞
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

田
浦
笑
美

管
弦
楽
部

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

管
弦
打
七
重
奏

銀
賞

Ｈ１６第５号 青き楓～島高だより～ 平成１７年１月２４日（月）

２２（土） １・２年県下一斉実力テスト
２５（火） １・２年校内マラソン試走（午後，荒天の場合は２６日に実施）
２７（木） １・２年校内マラソン大会（荒天の場合は２８日に実施）

１（火） 本校推薦入試／登校指導（～３日）
５（土） 対外実力模試（１年：河合全統記述 ２年：進研マーク）
６（日） １年トップレベル模試
８（火） ３年献血／高校入試願書受付（～１４日）

１１（木） 建国記念の日／２年トップレベル模試・東大模試
１４（月） １年進路検討会
１５（火） ３年雲仙百年の森づくりボランティア／２年進路検討会

学年末考査時間割発表
１７（木） 高校入試志願変更期間（～２３日）
１９（土） 土曜講座⑪
２１（月） ＰＴＡ専門委員会・評議員会（15～17時）

※案内文書は後日配布します
２２（火） 学年末考査（～２５日）／学校評議員会
２３（水） ３年特別編成授業終了
２５（金） 国公立大学前期試験／学年集会
２６（土） 土曜講座⑫
２８（月） 大掃除・式場設営，卒業式予行

１（火） 卒業式
２（水） 登校指導（～４日）
５（土） 土曜講座⑬／英語学力診断テスト
９（水） 高校入試

１０（木） 高校入試 ※１・２年は９（水）～１１（金）は自宅学習
１７（木） 高校入試合格発表（9:30～）
１９（土） 土曜講座⑭
２４（木） 大掃除，終業式・離任式・学年集会／通知表発送
２５（金） 登校自学（～２６日）

授

業

公

開

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036 島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155（むにのよいこうこう），63-7100（みなひゃくてん）

第
一
学
年
か
ら

研
修
部
か
ら

部
活
動
の
状
況

理
数
科
か
ら

学年ディベート風景


